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学長インタビュー

政岡俊夫学長

昭和23年7月　高知県生まれ

昭和46年3月　麻布獣医科大学獣医学部獣医学科卒業（獣医学士）

昭和46年4月　麻布獣医科大学（現、麻布大学）助手

平成6年10月　麻布大学教授に昇任

平成7年4月　麻布大学獣医学部動物応用科学科主任〔平成10年3月まで）

平成10年4月　麻布大学獣医学部長（平成14年3月まで）

平成14年6月　麻布大学長に就任（現在に至る）

専門分野　獣医薬理学・比較毒性学

審議会等薬事・食品衛生翻会臨時委員（日本薬局方部会員、

　　　動物用医薬品等部会員、動物用抗菌性物質製剤調査

　　　会調査員および動物用医薬品残留問題調査会調査員）
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ついまらのえ業。な六の働のとかかすて　がな医業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大七うに目
ててそす’問て教そ専年教い本思ららo仕え必技師後　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会月中一を
　はう大社題お育れ門間育て来つ勉’事え要術のの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でにで○決
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学長インタビュー
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